Ｈ30年度　第１回　都市公園指定管理者評価委員会
会議概要
１．日　時　平成30年７月５日（木曜日）午前10時00分から午前11時00分まで
２．場　所　大阪府本館１階　第３委員会室
３．出席者
　山田委員長、大藪副委員長、呉委員、関野委員
４．議題
　　　（１）正副委員長の選任について
　　　（２）都市公園指定管理者評価委員会の進め方について
　　　（３）評価項目や評価基準の設定について
　　　（４）評価委員役割分担とスケジュールについて

　　　（５）表彰の実施について

　　　（６）その他

５．主な議事内容
(太字：委員　　細字：事務局)

（１）正副委員長の選任について
◇　委員の互選により山田委員が委員長に、委員長の指名により大藪委員が副委員長に決定
（２）都市公園指定管理者評価委員会の進め方について
・　事務局より都市公園指定管理者評価委員会の進め方について説明

⇒　了承
（３）評価項目や評価基準の設定について

・　事務局より指定管理者の評価項目や評価基準の設定について説明

⇒　了承
◇　アンケート記載内容について、一般に分かりづらい表現を避け、表現の統一を図ること。
· 評価結果の活用の結果、改善された点については、指定管理者のホームページだけではなく、

府のホームページでもリンクを貼るなど、公開に努めるべき。

⇒　紹介できるように検討いたします。

· 昨年度のB評価項目について、今年度の対応状況を教えてほしい。

⇒　昨年度のB評価項目については、今年度の実施計画書に対応を反映しており、その実施状況は履行確認等で確認しております。
（４）評価委員役割分担とスケジュールについて

・　評価委員の役割分担とスケジュールについて説明
⇒　了承
◇　昨年度からの新たな取組みとして、指定管理者から直接プレゼンテーションを受けるという形に変えた。委員会としてはプレゼンテーションがあり良かったと考えている。

◇　現地視察の主な着眼点を示してほしい。

⇒　指定管理者からのプレゼンテーションでは、本年度、特に力点を入れている取組みを説明いただきます。表彰対象の取組みですので、特に着目いただくようお願いします。
（５）表彰の実施について

・　事務局より指定管理者の表彰の実施について説明
⇒　了承
◇　表彰された指定管理者が、表彰式で喜んでおられた。また、表彰対象取組みのプレゼンテーションでは、価値ある話が聞けたので、表彰を実施した意義があったと考える。
◇　平成29年度の取組みで表彰された指定管理者が、平成29年度の指定管理者の再公募で選定されなかった。価格点の差が大きい事が原因であったが、指定管理者の選定から評価に至る流れの中で整合性をとる必要があるのではないか。
表彰実績が選定の際に有利に働く仕組みが望ましいというのが、委員会の思いだったが、実現に至っていない。委員会としては、選定時の価格点の評価割合が大きく、価格点で差が開くと、いくら良い提案をしても採用されないという課題があると認識している。
◇　取組みに対する表彰であるため、指定管理者の選定からもれたとしても、表彰すべきと考え、平成29年度の表彰を決定した。前任者の表彰対象の取組みを知ることで、後任者の努力を促す意図もある。

◇　表彰はモチベーションを上げるという効果が期待できる。また、表彰することにより、指定管理者の良い取組みが広がり、全体のボトムアップにつながると考える。
◇　指定管理優良業務表彰対象に関するプレゼンテーションでは、他公園の取組みとの違いが分かるように説明いただきたい。

⇒　対応を検討いたします。
（６）その他

◇　特になし。

